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家畜及び飼料作物への暑熱対策に関する技術指導について

今夏の気象状況について、気象庁が６月１６日に発表した「全国１か月予報」（６月
１８日から７月１７日）では、全国的に平年より気温が高くなると見込まれています。
また、５月以降の降水量が、関東地方を中心に平年より少なくなっており、利根川流域
を中心に関東地方で渇水傾向が続いている状況にあります。
このため、家畜及び飼料作物への暑熱対策に関する技術指導を行う際に、参考とすべ

き事項を下記の通りとりまとめましたので、貴職におかれましては、地域の渇水情報に
留意の上、本年度の暑熱対策について遺漏なきよう適宜御対応よろしくお願い申し上げ
ます。

記

１ 家畜
（１）飼育密度の緩和、毛刈りの実施及び畜体等への送風や散水・散霧により、家畜の

体感温度の低下に努めること。
（２）換気扇や扇風機等による送風、寒冷紗やよしずによる日除け、屋根裏への断熱材

の設置及び屋根への消石灰の塗布等により、畜舎環境の改善に努めること。
（３）良質で消化率の高い飼料及び清浄で冷たい水の給与に努めること。

なお、具体的な家畜への暑熱対策及び本件に関する相談窓口については、公益社
団法人中央畜産会のホームページを参照のこと。
（家畜への暑熱対策 http://jlia.lin.gr.jp/seisan/ 相談窓口 http://jlia.lin.gr.jp/keiei/)

２ 飼料作物
（１）草地については、過放牧、過度の低刈り及び短い間隔での刈取りを避け、貯蔵養

分の消耗を軽減して草勢の維持に努めること。
（２）土壌条件等により高温及び晴天の影響が大きく現れる地域では、土壌の保水力を

向上させるため有機質の多投等を行うとともに、今後、は種する場合には、耐干性
の優れた草種・品種の選定に努めること。

（３）青刈りとうもろこし、ソルガム等については、収穫期が近い場合にはコストに配
慮しつつかん水に努め、かん水が困難ないし草勢の回復が困難と見込まれる場合に
は、早期に収穫を行い品質低下の防止に努めること。

３ 留意事項
渇水対策が必要な地域では、上記１、２の技術指導を行う際には、節水が必要な事

項に配慮すること。
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